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2ピッチ目は腕力と上体のフリクションをうま＜使わねば乗り越えられない箇所で、極  

めて困難。佐々木さんが抜けたあと、3人掛かりで吉村さんをクt」アーさせる。  

ここからは主稜線に着＜まで左右に常に大きな高度感のある行程を持った尾根を辿ること  

となる。ヨーロッパアルプスと同様の風景で逃げ道はな＜登るだけだ。アイゼンを締めな  

おす。2度目の懸垂降下を終えた後更に一箇所、ザイル苦行。ここでアンザイレンを終え  

更に150mほど雪面の高度を上げて稜線に書＜。もう16時を廻っている。依然、明るい  

太陽の下にあるが、西方には何層もの雲がこららを窺っている。大休止のあと佐々木、山  

田は一気にBCまで駆け下る。あとの二人は月明かりの中をゆっ＜り、ゆっ＜り下って＜  

る。テント中から何度も二人のヘッドランプを確かめる。23時過ぎ帰着。兵頭書こ苦労  

さん。  （岳沢合宿 コフ尾根登撃より）  
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OB支援のもと、無事穂高の稜線へ足跡を残した岳沢新人合宿   

左端より 塩見、和田、関、小椋、澤 （現役ページより転載）   



雛5月岳沢合宿をこ重力ロして   

（4／30－5／4）  s42卒 山田 裕敏  

3月末にl淵待を膨らませたものの、4月半ば  

にはあきらめの境地となり、連休前にどんでん  

返し胸ったりと現役の新人リクルート活動は  

今年も波乱島みで附   

そうした中での5月山軌山行の主役たる  

撰軌鳩劾口日程の固まりに時間を要し出発  

日も2日lこ分かnまし虎帆 2年生2名 新人  

3名計5名の参加者を得て、現役新人合宿の形  

は勢／lました。  

OBのほうはいつもの佐々木さん、63糊  

入部組の佐藤・租l卜山田3名と兵頭書。それ  

に今や鵬鼻格の吉村さん   

合宿他の「岳沢」は38年前9人の新人を迎え、  

当時2年生の小林治俊、奥田寛君達と遊んだ思  

い出の地で、9名のうち2名は亡＜なってしま  

いました力＼大島・広瀬・澤井・兵頭の諸兄は  

今職印岡としノて飽生です。典型的な北アル  

プスが手じかに楽しめて、その割には登山者が  

与川乱lこの山域での5月山は、新人合宿の適地  

とじての実緋がありますので、新山l方々の今  

後の飛犠のための咤勧栃に馴まと計画した  

次第です。  

天掛こ恵まれ玖予定の行動計画のうち残念な  

がら半分以上が未消化に終わりまuら軋奥穂  

まで往復した小椋吾他のパーティは中身の濃い  

行動ができた事と克臥lます。   

胤この山行lコ詳相違夫氏から「王i目鶏おこわ」  

等彿ファー食を大■にこ寄贈頂き大変好評でした。  

総会参加各位から頂いた現役へのカンパ共々、  

あり耽＜厚＜御礼申し上けます。  

＜行動概要＞   

4月30日夜  

現役 り噸、塩見（理院1）、開（法3）  

OB 佐々木、島l軋山田、兵頭、  

（吉村）競阪（京）  

日 （快晴）  
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9：30 BC設営完了12：∞  

午後 8C付近にて雪上訓練（上記メンバー全  

員）  

同夜 現役 渾、和田（経1）OB佐藤 離阪   

5月2日 （快晴）  

現役 3名 出発5：∞ 典明神渾 前稚  

一「輿徳一－－一前橋トー17：刀BC  

OB 4名 出発5：20 コプ罵根十天狗の  

コノレー18：30BC  

後発組 3名 BC入り、午後 雪上訓練  

（島JIL佐藤、澤、和田）   

5月3日 傭棚  
現役全員 BC －一期コル往復  

OB 島川 下山 地は沈殿   

5月4日 （雨） 全員下山  
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2日の天気は日没過ぎまで快晴・無風状態が統  

＜と判断。現役箋虫自での行動への指向を  

書上訓練での足取りを見て了承しこの白は現  

役、OB2隊に別れ行動することとu巳  

コプ罵根行きのメンバーは、佐々木・山田・兵  

頭・吉村の4名。  

5：節 BC出発。岳沢小屋から左に折れる。  

叫］フ●タ一書地点あたりから天狗沢下部を行＜と  

右側にコプ沢が見えてくる。この沢を登る。先  

二   



行／トティが3つ、等間隔で雪渓上に展開して  

いる。先頭はもう核心部取付きに近い高度に達  

している。彼らは暗いうち、そう3時ころから  

行動を開始したものと思われる。さあ、高度差  

約干メづ一の登高の始まりだ。雪上には時折雪崩  

の跡を見るが雪は締っており、快適に高度を上  

げる。10時ころコプの基点に書＜。昼食を摂  

りながら先行／トティのコプの登撃を眺める。  

ここまで来るとコフは相当大きな岩崎で、登寧  

ルートは谷筋から正面に取り付＜ものから、右  

側面を登るものまで同通りもあることが判る。  

急峻夜雪面歩行からの接続ガ容易に取れるので、  

先行パーティは石㈲面から取り付いている。岩  

嘩の傾斜から言えl怨紛＼らが緩＜、右に行＜  

ほど難度が増える。先行パーティのアイゼンの  

力●脚り育と登攣の緊張感を反映した声が響＜。  

吾が万はここでアイゼンを外す。彼らのルート  

を追ってまず兵頭が岩に取り付くや嘩かぶり  

気味の岩潜で2～3箇欄＼－ケンを使う  

訊かなり醐軋とは言え、日l』濃か＜明神や  

吊尾根が見通せる明るい岩場での10mほどの  

高度を持つ灘場での余相野己  

2ピッチ目l胡宛力と上体のフリクションをうま  

＜使わねば乗り越えられない箇所で、極めて困  

艶，佐々木さんが抜けたあと、3人掛かりで吉  

村さんをクリアーさせる。  

ここからは謝こ書＜まで左石に常に大きな  

高度感のある行程を持った尾根を辿ることとな  

る。ヨーロッパアルプスと同様の風翳で逃げ道  

はな＜登るだけだ，アイゼンを締めな楓 2  

度目の懸垂降下を終えた後更に」軌ザイル  

貴行。ここでアンザイレンを終え更に1∈Om  

ほど雪面の高度を上tナ瀾こ巷＜。もう16  

時を廻っている。依然、明るい太陽の下にある  

仇西方lコ潤もの雲がこちらを窺っている。  

大休止のあと佐々木、山田は一気にBCまで駆  

け下る。あとの二人は月明かりの中をゆっくり、  

ゆっ＜り下って＜る。テント中力＼ら何度も＝人  

のヘッドランプを確かめる。23時過鵜  

兵 頭 書 こ 苦 労 さ ん。  

（山田裕敏 言D  

五月山報告  

（2004・4月30日～5月4日）  

静」ヰ 順l  
4月30日（金）llれ  
21：30（難波）～23：00（京都）・‥   
さる4月26日月曜日、急遽、新入部員の閲  

君と和田書の合商参加が決まったので、短期間  

のうちで装備を揃えたり、食料買出uこ行った  

り、足の手配・計画書の変更したりするのは中々  

大変であった爪＝人のお訓ナご気分は一層乗  

ってきた．   

反省事項を初っ端からい＜つもこしらえてし  

まって、計画書を出発当日に緊急連絡先・山岳  

部顧問に提出する、共同食料・装備のパッキン  

グを出発直前にやっとこさ縮らせる∴計画書を  

部員全員lコ蒙せなかったなど、時間が無かった  

ためとはいえ、普通ではあるまじき事をい＜つ  

も催してしまった。   

それでも何とかすべての用意を終えて、2  

1：00ころ、R難波OG町「に到義。澤と和  

田書は5月1日出発なので、現役は塩見さん・  

関君・僕、OBは佐々木さん・山田さん・島川  

さんというメンバーで、さわ棚こてい  

さ出免ひさぴさの山で心踊っていたが∴睡眠  

不足気味だったので車窓の夜景なと楽しむ間も  

な＜、沢渡までうつらうつらと眠り批  

5月1日0⊃ 晴れ  
5：00（沢渡）′〉5：30u二高地）′〉6：  

30（出発）～9：30（岳沢）  

テント設営（10：00～12：00） 雪訓  
＋典明神沢偵察（13：30～15：40）  

19：00（就寝）   

沢渡からは例の憤公害／現に乗り換え、30  

分後上高地パスステーションに弧ステーシ  

ョンの建物にはイワッノWが磯を造ってい  

て、ジュ1」ジュリジュリ飛乙周り囁きま＜って  

いた。   

6：00ころに兵頭さん・吉村さんも加わり、  

朝飯がてら雑談したり写真撮ったりして6：3  

0分ころにぎやかに出発。裾界良好－一男雪の穂  

高連峰が実に良＜見える。あの稜線を歩＜とい  

うことは一体どんな瀞こなるだろうか、と、  

重い荷物を担いでの歩き始めとしノてlよテンシ  
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ヨン高＜中々気分もよろu八ステーション周  

りにはわんさと人とツノW机V巳机 30分ほ  

ど歩＜とあっという闇に自分たちだけになった。   

歩き始めて間もな＜、4人組の大学山岳部パ  

ーティと思われる一団が」同じ＜岳沢に向かっ  

ているところに遭遇したが」おそら＜価敦大学  

のみなさんということ欄こなって分かった。   

3月とは違って」上高地の蕾はすっかり溶け  

ていた机木の芽は芽吹き始めたlまかり。そん  

な中を、小鳥のさえずりがあらこちから聞こえ  

て＜る深い頑の中を通り抜け、」脚まど歩  

＜と、だんだん木がまばらになってきて雪が現  

れ、少しずつ深＜なってきた。岳沢に近つ＜に  

つれ脚欄丁てきて、穂高連峰が大き＜ゆっ  

たりと目前に見えるようになった。とても天気  

がよ＜、温か＜、あと荷物が軽かったら完全に  

亭の乃ど力＼なお散歩、といった気分だったで、  

ときに道を横切る形で重崩の通った跡がついて  

いてそこら一面の木がなぎ倒されていたりして  

いたにも加研つらず、あんまり雪鮪の恐ろしさ  

の尭感も湧かなかった。  

岳沢のり層か見えるところまできて、テント  
揚があるはずなのこ何故かテントを張れるよ  

うな平坦な場所がどこにもなし＼で、uまら＜  

苦繍じてしV巳統括脚韻緋面を整地して  

張る所なんだろうという椙謝こ達して、スコッ  

プとスノーソーで楽u＼テント場作りが始まっ  

た。現役・OBで協力しあって、スノーソーで  

曹に切れ込みを入れる・切れ込みを利用しノてス  

コップで曹フロックを滑り取る・曹フロックを  

斜面の低いほうのから恥／でい＜・積んだフロ  

ックでテントが張れる位の平坦な土地が築けた  

ら、フロックの上をドンドン定で踏み居めてデ  

コボコをな＜す」という作業を2時間余りして  

ようや＜テントサイトが覗このころには入  

山者も増員始め、岳沢沿t／1の斜面には小さなテ  

ント村が形成されつつあった。J臼己ここのテ  

ントサイトl櫛剖1屋とは岳沢を挟んで対岸に  

あったので、大きな汚がやりた＜なったときが  

大変。往復に20分ほどかけていかねはならな  

かった。   

少レ休んでから恒例の曹上訓紺こ行＜ことと  

なった机ここでヘマを一つやらかじてしまっ  

た‥・シットハーネスのつけ万がよ＜分から  

なし＼兵頭さんに手伝ってもらってやっと装書  

したときにlよとっくにみなさん準備し腐わっ  

ていて、外で待っていた。苦隈なのに‥・前  

もってつける練習してお＜のが当然なのこ、や  

らな力＼ったのは重大な過失でした。   

テント場から岳沢へ下る斜面が中々急だった  

m兵頭さん指導の下、そこで雪上訓練。も  

うお昼過ぎで曇がベチャベチャだったのでアイ  

ゼンはつl丁寧、書上歩行・ピッケルによる滑落  

停止・急斜面の直下降などやった。塩見さんは  

もう雪に附いるし人関君も大して斜面にぴ  

ぴっておらず、2人ともうまし＼僕の方はあん  

まし去年と変わらないような気がu巳   

一通り終わったら、明日の頗ということで  

奥明神沢のとりつきまで登り、OBからルート  

のとり方などについてアドバイスを受けるが、  

去年ビピッてしまって剣静こも登れなかった僕  

玖果たして、先頭に立って無事に奥穂に登れ  

るか不安になってきた。で、一応藩のためザイ  

ルワークとして、コンテニュアスと、Amに  

よるビレイの仕方を敢えてもらいながらテント  

壕に戻った力＼本番でやっても余計億険だろう  

と思った。   

夕飯はスパゲティだ机ソースが足りな＜て  

不味い柵lの達見口直uこスープを作って  

みたら、こちらは同とか美味＜いって、不味い  

飯のため不快な夜をお＜るのl読泣けられた。   

5月2日（日）l♯れ  

3：00（起床）～4：50（出発）～7：3  

0（前穂高岳）～11：10－11：40（奥  

穂高岳）～14：30－15：10（前穂高岳）  

～17：00（テント場）～19：45（甜）   

山の起床は、目覚ましが鳴っても無視して寝  

たふりをするの力簡田すど、今日の行程はそれ  

が許されないので3時にキッチリ起床した。  

OBさん方から無償提供じてし堰だし1た◎米を  

食／ヾて、まだ夜が明けきらないうちlコ出発。ず  

しVSミん早＜出たなあと思っていたが典明神谷に  

は早＜も10人近＜も先に登っている人研／1た。   

沢l謹で埋まっていて、周りを高＜て大きな  

岩の壁に囲まれ、今まで見たことのない景色だ  

った．雪がコチコチでアイゼンの歯は良＜効き、  

しつかりしたバケツもあるものの、登るのこ比  

例じて傾斜がきつ＜なり段々緊張じてきた。あ  

あ‥怖い～‥と思っていたカ＼今年はさす  

がに口に出すことはできなしⅦ）で、やば排慢し  

て必死に登る机傾斜はます表音厳し＜なるば  
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かり。バケツは大き＜てしっかりしているので  

よっぽどのヘマでもu乱1限り薄ら■劃まずはな  

いと、分かってはいるものの、滑ったらどこま  

で落らて行＜のだろうと考えるとあそこが拒む  

思いがした。腰を下ろして休めるような傾斜は  

全＜な＜、ある所でlよ凍りついた岩の上を歩  

力＼な＜てはならない難所も出てきて一向に気が  

抜けなしt   

結局休みなし2時間学ぶっとうしでやっと前  

穂頂上に書いた。しか∪関吾は、本格的なアイ  

ゼンを履＜のも初めてなのに何も言わず登っ  

てしまった。たいしたものだ！本当は僕が関書  

をフォローしな＜ちゃならないのこ自分のこ  

とでせいっl乳lで何もできなかった。   

まだまだ行程が長いので、休憩もほどほどに  

吊罵根へむかう。前穂までは10人ほど中高年  

の人肌lた放ここからは僕たちだけ。吊尾根  

l視た感じかなり険レそうだ机如こ奥様高  

島に突き上げている様子は登山意欲を掻き立て  

て＜れるに十分だった。   

尾根の最低部までの＜だりl謹も余りついて  

川乱Ⅵ笹アイゼンをはずして、要道・冬季  

ルートと交巨に取りながら観上をそんなに苦  

労な＜下りられた。最低部でクライムタウンし  

なければならなし閻河こ現それを無事下つ  

たところから尾根の後半戦といった感uこなり、  

先の登りルート上には雪がたくさ鳩しlている  

のが見えたので再びアイゼンをつけた。   

後半戦でlよトレースにしたがって急斜面を  

トラバースするところが何箇所も出てきたが、  

蟄」J初心者の関君も大して怖がっている様子も  

なくついてくるし稜線にしてl親風が弱く、お  

まけに天気がよく、雪庇も小さいのが所々にで  

ている程配何とか奥穂までいけそうな気が  

してきた。今回のルートでの同園鼠技術的な  

ものよりむしろ体力的なものだった。で、奥穂  

に群れ集まっている人々や、ケルン頒L正する  

様子が見えてきたころ、歩いている様子を写真  

に撮るため開君に前へいって＜れるよう頼むと、  

風が吹＜たびこ明らかに体がブラフラ揺れてい  

る，思わず笑ってしまった力＼同時に帰りが大  

丈夫か少レ購招こなってきた。  

11：00過急奥穂登】島 2人とも喜んで  

いる。登れて本当に良かった！これは2人が優  

秀だったおかけ」天気がよかったお別ナで、自  

分はむしろ2人に後押しされて登れた。持って  

きた大ぶりのウィンナーを3等分しかぷりつい  

たり、美味い水を飲んで景色を楽しみながら、  

一休みしたのち、帰りがまた長いのでゆっ＜り  

する間もな＜再び吊尾根へ。   

もう白ガ高いので雪は＜しゃ＜しゃ。足が疲  

れ始めていたので慎重にトラバースを＜り力＼え  

し吊尾根脚こ到巻。ここで、行きしなク  

ライムタウンu臼レートの他に∴更に下方の斜  

面にもーつ別のトレースがついていたので、こ  

ちらlコレートをとることにしたのだが、ここで  

失敗してしまった。ルートは、まもな＜垂堅に  

近い斜面をトラバースしていたが、善がボロボ  

ロなのでとて哲西乱l気がする，でも、その斜  

面の下のほうはかなりゆる＜なっているし人雪  

も柔らかいしもし落らてもすぐ止まるだろう、  

それに引き返すのも何だしなあ、と、右足、そ  

して左足、と両足を斜面上のバケツに乗せたと  

たん、刀クンと両市しlっペんに崩n落ちてしま  

った。ワッ！と思った柳臥左足がきの下に隠  

れていた封こ引っかかって転落は免れ巳言い  

訳無用に軽率な判断だった力＼またひょんな  

所で繰り返レそうで怖しt   

気を取り直じて綬そうな岩壁を、アイゼン  

をはずしてから横線まで直登する，自分として  

lま大した事はない岩登りだと思った力＼後から  

聞＜と関君は少し朋め＼ったらし人t登りつめる  

と観上のルートも見つかり、疲れた㈲ここた  

える登りを続けやっと前轍こ戻ってきた。  

思いのまか人が多く、頂上に整地してテントを  

張ううとしている人までいた。   

そしていよいdこ恐怖の下降一口ポットのよう  

にギクシヤクしながら僕は冷汗鼓砂川こなりな  

がら下りていく－みんな大丈夫かなあと思いき  

や‥・塩見さんは猛スピードで降りていくし、  

関苦も全＜平気で、気がつけばビピッているの  

は自分だけ。塩見さんにコツを敢えてもらって  

真似しようと少し歩速を早めるとスッテンコロ  

リン・スリブリゾ～‥・ と軌lてしまう。  

何でだ～と、少レへこみながらの下降となった。  

傾斜が緩＜なってくると塩見さんが尻セードを  

始めたので自分もまねする，非常に爽快、あっ  

という闇に下山できた、玖アイゼンでヤッケ  

のズボンに穴を開けてしまった関吾は可愛そう  

に歩しlていた。   

往復12【尉靴ひ＼－ドな一日を終えてテン  

トに戻ってくると、・後発隊の渾と和田暑がキム  

ヽ■■■′  

ヽニーノ   
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チ鍋を作りながら待っていた。彼らl瀾Ilをし  

た後、前穂の取り付きまでいってきたらしんt   

5人果てテントはかなり狭＜なった力＼それ  

でもみんなで楽し＜食事して、ゆつ＜り寝られ  

た。   

5月3日（月） ■り  

3：00（起床）～7：15（出発）～7：5  

0（岳沢小屋）～8：00（天狗沢入り口）～  

10：00㈲コノい～11：00（天狗  
沢入り口）～19：45（細蔓）   

今日から天気が崩れて＜るとがこ朝から稜  

線は白＜て分厚し閻こ覆われていた。それでも、  

粕の様な雨ガ降ったりやんだりしていた程度だ  

ったので、天脚悪＜なってきたらすぐに下山  

するということで、天狗沢から天狗のコルまで  

登ることにした。メンバーも昨日の奥穂綿み  

はかなりテンションが低かったとはいえ、五人  

全員参加という形になった。   

天拘沢上部から稜線は刀スっていて何も見え  

なし＼せい也130て50m先までみえるてい  

ど。入山者も沢の下欄Ilしていた10数人  

以外は、僕たら五人だけだった。沢l粛乍日に比  

べるとずいぶん締やかで」雪ももう少し柔らか  

ければアイゼン畑′1ら貫乱1＜らいだl人トレー  

スもしっかりしたのがずっとあって、登るだけ  

という点ではそんなに大した事はなかった力＼  

酬瓢＼・天候が崩れか丁ている・まだ新し  

＜て、しかもかなり大きそうな雪触の跡がある  

などで、不安材料もい＜つかあった。特に雪崩  

はほとんど予紺がなし1まま果てしまったの  

で、斜面に大きな■裂が入っているところに出  

＜わすと、ただいたずらに不安になるは力＼りで、  

もっと予聴牌を増やしと＜べきだったと思う  

ばかしだった。   

もやの中から看取クウウア～、クォ～工  

～と言う声が時折聞こえる力＼やっl韻可にも見  

えなしtで、稜線が全＜見知乱1まま、段々傾  

斜がきつ＜なってきたなあと思っていたら、あ  

つけな＜頂上にt臥lた。まあよ＜やったでしょ  

う、と、何とな＜物足りないような雰囲気で、  

一休みじてから下山。和田君も全然平気なのこ、  

またしても僕だけビピッてしまった‥・。雨  

載降らないまま何事もな＜テント場までもどれ  

た。   

テントに戻って＜ると、嫡孫さん机二時か  

らスキー大会をやるぞと言って、ショートスキ  

ーを用意して＜れていたので、澤が早速滑って  

いった力＼結局雨で中止になってしまった。そ  

れ森らlまという事でトランプ大会になると、  

和闇老ガ伝説を作った。   

5月4日（火） 雨  

6：00（起床）～9：30（出発）～11：  

00（上高地）   

ますます天気が悪＜なるそうなので現役・  

OBともに下山することとなった。雨の中の撤  

収となったが∴僕の指示に問題があり、テント  

撤収が⊥彗悪観こなってしまし＼後で塩見さん  

から、まずは共同装備からしまわなあかんのだ  

よ、と注意され已   

時間がたつにつれ雨は激し＜なり、土砂降り  

の中上高地まで下り、その敵ノ℃ミも予約なし  

でもあっけな＜凱釜トンネルで由がまき散  

らかされて一時通行止めになり／℃乙の出発が遅  

れるというアクシデントもあったが、無事2  

2：00過ぎ大阪に乱lた。  

ヽ■れ■′  

＜ 澤真平吉 の感想＞   

今回の乱」l議岳沢に行きました。僕は新人の  

和田君を連nて2日白からの参加となりまし尤  

3日白lま天気が悪＜なり、天狗のコルまでの登  

丁象4日目も雨が降ったためあえな＜予定を早  

めて下山しました。今回の反省点l紳まり体力  

の低1㌔最近はますます体が舞えていきますこ  

腰も治ら名札1l人年ですか。  

＜新人 開 音弘細＞  

正直、こんなに充実したゴールデンウイーク  

を送れたの鼠久しぶりだった気がす急何と  

いっても、やはり奥穂のことが一番忘nられな  

しtとにか＜、きつ＜てきつくてたまらなかっ  

た。頂上自前でlよ風こ吹かれてブラフラした  

ほどだ，せっか＜頂上についても うれし人1の  

はうれしん1のだ机それを実感する余掛餌こ  

なかった。でも行動食と水のうまさl諦隠別だ  

った。帰りになっても恐い所がた＜さんあっ  

た。岩のルートlよ登る時lコ直びガタカタと事  

えていた。鮒飢朝まや分からなかっ  

た。テントに戻った時鼠とにか＜ホッとした。  

ヽ去J  
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待っていた澤若や和田君を見たら、帰ってこれ  

たんだなあと実感できた。足lよずるむけにな  

るし膝も痛かったし苦しかったしでもと  

っても楽しかったなあ。また、早＜山に行きた  

いなぁ   

＜臥 和田 酬＞   

感想とlノては突然このような本格的な登山をす  

ることになって不安も少しあったんですけど、  

無事に終ってよかったです。上まで登れな＜て  

残念だったねとかなり言われたんですけど、初  

回だったんで自分としてはまずまず納得してい  

ます   

＜臥 塩雑甲苛 5月山の鵬＞  

僕は大学学部時の4甲臥信州の山を楽しん  

できまu己仇どんだけがんばっても、その4  

年間ではした＜てもできなかった高度な山を、  

霹批附してしまうこの山岳部のレベ  

ルの高さに正直驚きました。鷲＜とともに、  

これでいいのかという疑問もわきました。今回  

の5月山の感想は、今後の山岳部を考えて、良  

かったと思ったところよりも失礼カ＼もしれま  

せん坑あえておかし人＼なと感じたところを書  

いてみます。  

（D 計画段階  

計画自体を現役の部員自身も＜わし＜知   

らないということ。計画はOBまかせであ   

るということ。  

② 山行きそのもの   

どれ＜らい体力があるのかということを一   

切知らずに、新人をあのレベルの山にいき   

なり行かすということ。結果机良かった   

からいいものの、もしものことがあれ   

ば・‥。  

③ 全体をとおして   

OBさんたらの面倒見の良さは、非常にあ   

りがたいし人OBさんたらの力があったか   

らこそ、あのようなすばらし人傾ができ   

たと思います。しカ＼し∴現役部員にとって   

lよ（：：Bさんたらの力があまりにもすこい   

ために、それに甘えてしまっているという   

一面もありますここの5月山を振り返って   

みると、OBさんたちに連れて行ってもら   

ったという感じが残ります。登山の楽しさ   

のひとつには、みんなで計画を立て、その   

計画をみんなで成し遂げるという達成感が   

重要なのであって、どこどこのピークに立   

つということ自体が目的ではないはずです。   

そういった意味では、連れて行ってもらっ   

ただけという現役部員としてlよ達成感が   

得nないで不完全燃焼だったように思いま   

す。また、このような形でのき山かt売＜と、   

先輩め＼ら後♯へと山の経験や技術、知識を   

伝えることができなし慨矧こなるのでlまな   

いでしょうか。なせなら、その先書もOB   

さんたちに甘えていたために、OBさんた   

らなしでlよ計画すらろ＜に立てられない   

という状況になりかねないぬ＼らです。面倒   

見のいいOBさんたら机1る時ならともか   

＜、これから何十年と続＜だろう山岳部の   

ことを考えると、決じていい状況とはいえ   

ないようlこ思いました。  

（彰 現役部員の反省すべき点   

OBさんの与えられた課題をこなすという   

受身の態勢で山に登っている点∴登山とい   

うのは∴能動的になってこそ充実したもの   

になるのではないでしょう力＼  

⑤①、喀港踏まえた上で今後の部の理想像   

山に登る主体は、現役部員たちであるとい   

うことを自覚し、部員が能動的に山に登る   

部になるということです。その上で必要な   

技術、髄が求められる登山をするなら、   

附いC8さんたらの協力をお騎／1する   

という形l乱1かがでしょうかム  

6   
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劇好㈱癌好事僻  

脚 

＜メンバー＞C．L・装備  小椋 剛（理学  

部・生物学科1年生）  

食料・気象 木野 英史（法  

学部第2部・法学科1年生）  

OB  片岡 泰彦  

2003年12月28（金）～27日（土）晴  

れ～雪   

1：00（雪線）～5：45 偵王床）～6：  

30（出発）  

小椋：冬型が強まって、飯田を過ぎた辺りか  

ら降りだした雪が、雪線に着いた時には相当激  

しくなっていた。雪組こは大勢の人が集まって  

にぎやかだったが、適当なところで観せっ  

かく寝心地のよいところで寝転がれたのに、モ  

ソモソモソモソしていて結局－1睦もできなかっ  

た。あーあ－と思っているうちに夜は明けてし  

まい、おにぎりをいただいてから出蒐）すっか  

り晴れ渡っていて山が朝日に染まっていた。  

木野：僕にとっては初めての雪線訪問である。  

正直言って離していたよりもこぎれいで、O  

Bがよく利用している理由が納得できた。ここ  

で津と合流（朝にはまた別れるが）。2階に展示  

してある小林さんの写真を鑑賞する。小林さん  

ほどは無理にしても、いい冬山写真が撮れれば  

と腐っていた。モソモソ小椋とは違い、すぐに  

就寝。起床後、シュラフで気持ち良さそうに寝  

ている澤が非常に羨ましく、油性マジックでヒ  

ゲでも書いてやろうかという衝動に駆られなが  

らも雪線を後にする。  

2003年12月27日（土） 晴れ～雪   

～10：00（葛温泉出発）～10：40  

（七倉）12：25（高瀬ダム）  

～16：50（無名／‖劃～19：45（就  

寝）  

小椋：上高地に行く八木さんと佐々木さんと  

は松本で別れ、ここから僕が車のナビゲーショ  

ンすることになったのだが、道の選択を誤った  

上、それから間もなく気持ちよく寝てしまった。  

葛温泉からは降り出した雪の中をえんえんと平  

坦な雪道を歩く。  

木野：小椋を車内で寝させないために助手席  

でナビゲートさせることにしたが、それでも睡  

魔には負けてしまうようだこナビゲートが不慣  

れなのか、人とのコミュニケーションが苦手な  

のか、片岡さんよりダメ出しを受けていた。冬  

山が初めてである僕は出発地に近づくにつれ、  

だんだん不安になってくる。  

小椋：風は弱く、棟雪は30～40センチメ  

ートル、踏み跡もしっかりあったがとにかく長  

い、結局湯俣尾根の取り付までもいけず無名小  

屋前でキャンプすることとなった。  

木野：七倉ダム～高瀬ダム間はどうというこ  

とはなかった。しかし、高瀬ダム～無名小屋ま  

では一人パテ始める。元々トレーニング不足だ  

ったのが蕗呈した。しかも僕のせいで当初計画  

のCl地点まで行けなかったことで、休力より  

も精神的につらくなってきた。自分自身のふが  

いなさに腹が立つ1日だった。体力的・精神的  

疲労とともに、これ以降、写真撮影枚強がガク  

ッと落ち始める。  

ヽれ－／  

2003年12月28日（日） 脚  

4：15（起床）～6：30（出発）～8：  

50（湯俣尾根取り付き）～10：15（展望  

台）～16：00（湯又岳）～17：00（テ  

ント場）  

小椋：目が覚めてテントから顔を出すと晴れ  

ていた。昨日の残りを歩ききったのち、いよい  

よ湯俣尾根に取り付くが、先行パーティのトレ  

ースがしっかりと残っていたのでワカンではな  

くアイゼンをつける。結局そのパーティに追い  

つくことは無く、人と会ったのは、昨日今日で  

硫黄尾根へ行くパーティ1絶と北鎌尾根へ行く  

パーティ2組だけで、その後は下山するまで誰  

「人として出会わなかった．トレースがついて  

いて、ラッセルの必要が無いとはゆうものの、  

深雪の上を歩くのが始めての供は何度も雪の中  

に足をもぐらせて、抜け出すのにえらく体力を  

消耗した。全くもってすばらしい晴れで、雲ひ  

ヽ▲Jl  
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とつ無く、展望が開けると雪をかむった餓鬼  

岳・燕岳・大天井岳・槍ヶ岳などが必ず見えた。  

初めて見る冬の山並みにすっかり見とれ、静か  

なのがまたよし㌔  

兼好：重い気分のまま、出発の準備をする。  

体力では小椋に負けるが、出発準備の手際の良  

さなら彼より上た前日と違い、最初からそれ  

なりに雪深く、スノーシューの跡があるだけで  

も非常にありがたかった。他の二人に比べ僕は  

体重移動が下手なのか、一歩一一歩踏みしめるた  

びに深くはまってしまう。ヒザまでならまだよ  

いが、膿まで十数回、首まで数回はまり、天気・  

景色が最高なのにあまり楽しむヒマがなかっブ㌔  

小椋：木野君がやや遅れたが、樹林帯の長い  

雪上歩行の後、16：00ごろなんとか湯俣岳  

に登丁乱鷲羽岳・三傑蓮華岳方面にも展望が開  

け、夕焼けが迫った山並みに何となくトロトロ  

とした気分にされた。僕だけ先にテント場に行  

き、偵察山行のときと全く同じ場所にテントを  

楓針葉樹に葎われたコルなので全くの無風  

だったが、日が落ちて暗くなるのと同時に急に  

冷え込んできた気がして、早く暖かいものを口  

にしたくなった。テントに入った時には真っ  

暗・寒い、天気図は二日連続でとれず、入り込  

んだ雪が解けるのがなんとも不愉快だったが、  

温かいお茶一杯ですぐにご機嫌となった。今日  

は少々疲れた。ラッセルが無いのにこんなんな  

ので、ラッセルがあったら‥と思うと、何だ  

か自分の体力にかなり自信がなくなってしまっ  

た。  

兼好：とにかくヘトへトだった。一歩進んで  

は雪に深くはまり、また一歩進めるとさらには  

まり、の連続で、一体自分はこんな人のいない  

所で何をしてるんだと思ってしまった。別に答  

えがほしいわけでもないのに片岡さんに、「なん  

で山に登るんですかねえ？」と聞いたり、どん  

どん見えなくなっていく二人に対して追いつか  

なければならないのに、首まで雪につかったま  

まボ～ツつとしていた。先にテント設営に向か  

った小椋がものすごく頼もしく見え、失礼なが  

ら山岳部入部以来初めて、「さすがリーダーーやな  

あ。」と感じた瞬間だった。  

2003年12月29日く月） 晴れ時々雪～  

風雪  

4：30（起床）～6：20（出発）～1  

2：35（テント場）～13：40（テント設  

営）～17：30（寝る）  

小椋：朝早くは薄日が差し、雪もちらつく程  

度。今日は樹林帯から稜線に出るから体力的に  

は昨日ほどつらくは無いだろうと思っていたが、  

稜軌こ出て間もなく吹き溜まりのラッセ／h傾  

斜がきつくなるにつれ雪が胸まできて、進もう  

にも、サラサラの新雪のためでもあって、足場  

を作っても乗るたんびに崩れ、ぜんぜん上へ登  

れなしヽずるずる同じ場所でもがいているうち  

にすっかり疲れてしまって、結局トップを代わ  

ってもらった。このころ一時晴天となったが、  

つかの間で、次第に曇ってきて、風も強まって  

きた。  

木野：相変わらずしんどいが、ラッセルはそ  

れなりに楽しめた。不思議だ，  

小椋：やはり稜線上は雪が少なく、夏道も  

所々出ていた。南真砂岳越えて、偵察山行の時  

も問題になった箇所へ到着。線上を行くかト  

ラバースするかということだが、片岡さんの判  

断によりトラバースすることに∴結構急な斜面  

だが、雪がやわらかいので滑落する一腰はして  

なかった。ただ、一箇所だけ雪の下に岩が出て  

いて、しかもかなり急なところがあり、急に弱  

腰になったが、木の枝をつかみ、アイゼンの歯  

を滑らさないようにして何とか突破，高度感も  

かなりあって今日のなかで一番緊張した箇所だ  

った。   

お次は真砂岳の巻き道。晴れてれば何とも無  

いだろうに、この頃には凪が相当強まり、雪が  

舞い上がってホワイトアウトし、視界が利かな  

レ㌔僕がトップにいたが、いつの間にか上へ登  

りすぎていやしないか、下へ行き過ぎていやし  

ないか、そのため稜線へ出られないのではない  

か、かなり不安な気持ちのまま歩く。片岡さん  

が、引き返してもいいぞ、と言ったが、一瞬視  

界が開けたときに水晶岳へ続く稜線が見えたの  

で前進しブ㌔すると間もなく分岐を表す道標が  

現れたので、やっとトラバース終わりと、ホッ  

と十安心‥・ところが次の瞬間木野君が十メ  

ートルほど滑落っ更に一分もたたないうちに、  

何でもないところで今度は僕が転臥最後の最  

後に気を抜いた僕たちに、さすがに片岡さんも  

気を悪くした。   

水晶岳へ向かう稜線上でキャンプすることに  

風のできるたけ弱い所を選んだが、それでも強  

烈なのが時々来る。寒いし雪まみれになるしで、  
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早く張りたいが、テントはあおられ、せっかく  

打ったペグは引き抜かれでなかなか進まない。  

その最中僕が不用意にくくりつけていたテント  

シートが風に飛ばされてしまったが、二人とも  

何も言わず許してくれた。さらに、テントも危  

うく飛びそうになったが、今度は片岡さんがヒ  

モー本つかんでいたおかげで事なきを得た。  

一時間近く掛かってようやく設置，中に入って  

温かいお茶を飲むと、もう外へ出る気は無くな  

った。久々にテントの中でのんぴりできて、天  

気図も書けた。寒冷前線がまさに通過中で、夜  

は一段と激しい風に加え、強い雪ゝ  

木野：ラッセルが終わり、雪深くなくなった  

ので、足取りが軽くなる。ホワイトアウト状態  

のトラバースだが、深雪を騰み抜くことと比べ  

たら全然苦にならない。というか、むしろこう  

いう所のほうがウキウキしてしまう。この時は  

精神的にやや立ち直りつつあり、「北アルプス、  

ダムのそば、ホワイトアウトとくれば、織田裕  

二状態やん！」とわけのわからないテンション  

であった。   

別に油断していたわけでもなんでもないのだ  

が、突然滑諷「生と死の分岐点」という本で、  

「滑落時は恐怖や痛みというものを一切感じな  

いらしし㌔」という記述があったが、まさにそう  

だった。一例狗が起こったのかわからないまま  

滑っていく。しかし気が付くとピッケルで滑落  

停止動作をしていた。雪上訓練は5月合宿以来  

行っていないのだが、体が覚えていたようだ，  

フカフカの雪だから良かったものの、アイスバ  

ーンだったら間違いなく止まらなし㌔ この後、  

片岡さんにこつぴどく注意されたのは言うまで  

もない。   

テント設営場所が決まったが、相変わらず風  

が強V㌔′J、椋のくくりつけていたテントシート  

が吹き飛ばされ、慌てて追いかけようとしたが、  

疾風のごとく湯俣方面へと消えていった。小椋  

の不注意ではあるが、パテパテでさんざん披に  

迷惑をかけている僕としては何も言えなし㌔人  

間ができていないので、もしパテずに迷惑をか  

けていなければ、ボロカスに彼を責めていただ  

ろう。しかしテント生活がこれほどありがたい  

と思えた日はなかった。  

2003年12月30日（火） ょり～附し  

2：00－3：00（雪かき）～5：45  

（起床）～7：00－8：00（雪かき）～9：  

00（出発） ～10：00（東沢乗越）～1  

1：30－11：50（水晶小屋）～12：5  

0（東沢乗越）～14：15（テント場）  

小椋：少し重いがしばらく我慢していたら、  

いつの間にか体の半分が雪の下こ あわててみん  

なを起こすこテントの床から50センチメート  

ルほど埋まっただけにもかかわらず、雪の圧力  

は想像以上に強く、入り口をふさいだ雪のため  

中々外に出られず隙間から這い出した。 片岡  

さんの指示により、テントの周りをぐるりと一  

周50センチ以上スコップで頼り下げるが、風  

雪が赦しくて、掘り下げたはなから埋められて  

しまう。気がつくとテントもダメージを受けて  

いたが、それほどでもなかったのでそのままに  

しておいた。一時間ほどで切り上げる。雪山の  

テント生活のつらさをつくづく感じさせられる  

一晩だった。  

木野：リーダーがなにやら騒がしいので、目  

を覚ますとそこには雪の塊が。ここってテント  

の中だよなあと思いつつ、よく見ると圧死しか  

けたリーダーの姿が！もう少し早く起こせと片  

岡さんに怒られていたが、気の優しい彼のこと  

だから熟睡している二人を起こせなかったんだ  

ろう。ちなみに僕はテントの真ん中だったので  

快適だった。  

小椋：明るくなって外を見ると、雪はあがっ  

ていて空も明るかったが、ホワイトアウトして  

いるので水晶岳のアタックはしばらく様子を見  

ることにし、その間にもう一度雪かき。しばら  

く待った後、天候はよくなってきているという  

判断の元、出発。今回の山行の最大の山場とい  

うこともあって、やや緊張していた。歩き出し  

て間もなく横からの冷風により顔半分が凍り始  

めたので、初めて目出帽をかぶる。東沢乗越ま  

では稜線上の雪はしまっているし、トラバース  

斜面の雪は柔らかいしで楽勝だったが、そこか  

ら先はずっと稜線を巻く感じで、何箇所もツル  

リとした斜面のトラバースがでてきて、その上  

アイゼン調節もうまくいかず、しきりにはザ㌢し  

そうになるので、頭が東沢に滑り落ちる恐怖に  

満たされてきた。それでも天候も回復したこと  

もあって水晶小屋に到着。でもここまでが限界、  

これまでの様子を見ているとやめておいたほう  

が無難じあないかなあと、片岡さんも言ったの  

で水晶岳登頂はあきらめた。  

帰りの道はわりあい平気に狗ナ、水晶・鷲羽・  

ヽh■′  

ヽh′  

9  

／∂   



槍はもちろんはるか北には立山三山も眺められ  

たので、上天気の雪艶を楽しみながら余裕を  

持ってテント場まで戻った。  

木野：ここまでの僕の様子から、この日はテ  

ントキーパーをすることになった。正直言って  

ホッとした。この時点ですでに精神的・体力的  

にクタクタになっており、前日から、「明日はテ  

ントで留守番したいんですけど。」と言っていた。  

もちろんその時、「それヰまお前が判断することで  

はない。Jと片岡さんに一蹴されたのは言うまで  

もないことだが。冬山では明日のことは明日し  

かわからなしヽその都度ベストな方法を判断し  

なければならず、前もって決めることはできな  

いことぐらいわかっているつもりだが、やはり  

どうしても先のことを考えてしまう。   

二人を見送った後、天気図を書いたり、中途  

半端に残ったガスを利用して水を作ったりして  

いたが、それでも時間を持て余してきたので外  

で写真を撮ったり雪かきをした。前日ほど天候  

が悪くなく、疲れることも危険も少ないので、  

思う存分雪遊びを楽しんでしまった。水晶アタ  

ックに参加できない悔しさも少しはあったが。   

後で知ったことだが、リーダーは水晶アタッ  

ク記念の旗をテントに忘れて行ったらしレ㌔彼  

らしいといえば彼らしいチョンボだが、結局水  

晶小尾止まりだったので持って行かなくて正解  

か。彼が自力で族をデザインしたことに感動す  

らしていたというのに、忘れるか、普通。  

2003年12月31日（水） 風雪  

5：45（起床）～8：45（出発）～9：  

50（野口五郎岳）～12：30（引き返す）  

～13：30（野口五郎小屋）  

小椋：残りの行程は、今までのものに比べた  

ら楽だろう、今日明日でもう下山できるだろう  

と考えていたが、大間違いだった。出発して間  

もなく吹雪となり、そのため真砂岳直下の分岐  

で野口五郎方面の道が見つけられず、とうとう  

片岡さんにトップを代わらてもらった。風がひ  

どく、立ち止まって踏ん張っていないと吹き倒  

されてしまうほどのものがびゅんびゆん吹きま  

くり、雪粒が飛んでくるので目も開けられず、  

まさに風に翻弄されていると言う感じでよろよ  

ろと進んでいった。   

一時間後野口五郎に登頂。ごうごうと風がす  

ごく、寒さと風の威力に何となく頭がぼんやり  

して気力がそがれていく感じ。視界が利かず野  

口五郎小屋への道ですらはっきりしないので、  

少し行った所の吹き溜まりで、天候の回復を待  

ちつつ雪洞を掘ってみる事となった。三人交代  

で一時間以上かけてやっとみんながしやがんで  

入れるくらいのものが できたが、作っている合  

間に片岡さんが野口五郎ノJ、屋までの道をみつけ  

てきたので前進することとなった。  

2003年12月31日（水） 風音  

5：45（起床）～8：45（出発）～9：  

50（野口五郎岳）～12：30（引き返す）  

～13：30（野口五郎′ト屋）  

小椋：烏帽子小屋へ向けしばらく黙々と歩い  

たが、吹雪は一向に弱まる気配は無く、視界も  

悪く道を間違える危険があるということで、と  

うとう引き返すこ最初は作りかけの雪洞のある  

ところまで戻るつもりだったのが、視界不良の  

ためどうしても見つからず戻れないので、野口  

五郎小屋へ変更，風を防ぐため、吹きだまった  

雪を除雪して小屋の陰にテントを張る。疲れて  

いて休もかなり冷えていたので除雪が大変だっ  

た。テントにはいったときは呆然としていたが、  

暖かい飲み物とお菓子を口にするとだんだん元  

気が出てきた。人心地を取り戻してから天気図  

を取ってみると、日本列島を東西からはさむ形  

で前線を伴った2つの低気圧がいつのまにか現  

れていて、場合によると悪天が長く続く可能性  

も出てきたので、食料の食い延ばしを考え、夕  

食のアルファ米は二人分を三人で分けた。   

夜は木野君のもってきた液晶テレビでK－1  

と紅白歌合戦を観賞、曙vsボブ・サップで一  

通り興奮してから寝た。  

木野：おそらく今回の合宿で最もつらかった  

一日だろう。風に体を預けても支えられるんじ  

やなかろうかと思えるぐらいの強軋風雪がま  

るで凶器のように僕を殴りつけてくる。今自分  

がどこにいるのかさえわからなし㌔その上この  

日は朝からアイゼンがガタガタで、数歩歩くた  

びにずれるアイゼンが僕の疲労を倍化させてい  

た。「こんな所へこんな時期来るやつはバカだ！  

人間の来る場所じやない！」とプツブツ独り言  

を言いながら二人にだいぶ遅れてついていく。  

もちろん写真を撮る余裕などあるはずもなく、  

野口五郎岳山頂で撮った1枚があるのみた   

行きつ戻りつしながら野口五郎小屋そばでテ  

ント設営。テント設営がまず先なのに、ガタガ  

タだったアイゼンに当り散らし、舌打ちしなが  
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ら物言わぬアイゼンに文句を言っていた。調整  

不足だった自分にも落ち度があるのだが、もし  

今度アイゼンを買う時は、片岡さんのように1  

2本爪で横ズレにも強い物を買おうと思った。   

しかし毎日毎日想像もしていない辛が次から  

次へと起こる。たかが山登りごときでここまで  

精神的に追い詰められるとは思わなかった。山  

岳部に在籍していながら今まで頭の中にあった、  

山登り＝学校の遠足程度という認識は完全に消  

え去った。いつもなら、「今度はダブルアックス  

で氷壁登りに挑戦だ！イェイ！」ぐらいの軽口  

を叩いているはずなのだが、グウの青も出ない。  

年末番組用に携帯テレビを持ってきたが、小林  

幸子の舞台装置は失敗するわ、さんざんもった  

いぶった演出をした割にはあっさりKO負けし  

欄こガッカリするわで散々な一日だった。  

2004年1月1日（木） 晴れ～雪  

5：30（起床）～8：00（出発）～9：  

20（三ツ岳近辺）～11：30－12：00  

（一醐頓子／」周～13：35（烏絹子岳）～1  

5：20（烏帽子小屋）  

小椋：天気はどうなることやらと心配してい  

たが、テントから顔を出すと青空が。思わずホ  

ホウ！と声が出た。  

木野：リーダーと同じく、ホホウ！とリアク  

ションしたくなるような好天。計画を勘違いし  

て、今日には下山できる！と思っていたため、  

後でテンションが下がる。  

小椋：昨日は何だったんだと思ってしまうほど  

快調で、あっという間に烏相子／目星が近づいて  

きた。が、直前で樹林帯に入り、いきなり雪が  

深くなったので、アイゼンの上からワカンを装  

着し、小屋まで100メートルほどラッセ／h  

木野：野口五郎一三ッ岳～烏帽子小屋と、雪  

深くもなく、風もさほど強くなく、天気も良か  

った。ものすごく快調だ‥ と思ったら、烏帽  

子／」、屋の直前で雪深くなるい脳裏に湯俣尾根の  

踏み抜き地獄がよぎる。距恥まさほどないので、  

さっさと小屋まで行きたかったのだが、リーダ  

ーが輪カンを履こうと言い出す占領斜があるわ  

けでもないので、何事も経験だと片岡さんもア  

ッサリ許可。僕も輪カン初体敦であったが、そ  

れよりもさっさと小屋まで行きたかった。どう  

せ輪カン履いても雪を踏み抜くのはわかりきっ  

ていたし‥．  

小椋：ノ」傾からは空身になって烏帽子ヘアタ  

ック。樹林帯の夏道は完全に埋まっているので、  

つぼ足でラッセ／レナるが、雪が深くかなりえら  

い。稜線にでても広いため、結構雪が積もって  

いるので、ハイ松を踏んづけてなるたけ雪にも  

ぐらないように歩いた。 烏帽子岳に近づくと  

また深雪。ひざから胸あたりまでのラッセル登  

りがずっと続く。頂上直下の50メートルほど  

は完全に雪壁となり、片岡さんが先頭を行く。  

岩は全く出てないものの、急な上、雪が深くて  

ふわふわなので、せっかく足場を作ってもすぐ  

くずれてしまい、じりじり這い上がるようにし  

てやっと登れた。  

あと少しというところでリーダー立ち往生。   

片岡さん「登れるか？」小椋「登れませ－ん！」   

片岡さん「じやあ引き返すか？」小椋「いえ  

登りますも」という意味不明のやりとりが。  

小椋：頂上に着くと間もなく、雪が降り風も  

出てきたので早々に降りる。雪壁の下りはザイ  

ルを出した。風雪は帰り道」時的に強まったが、  

小屋につくころにはほとんど止んでいた。  

木野：下りはザイルを出し、ゴボウで降りる  

ことに行きはヨイヨイ、帰りは‥．というの  

はまさにこのことだが、短い距離だったので逆  

にちょっとめんどくさかった。まあリーダーに  

は来年度から新人を連れて冬山に行ってもらう  

ことになるのだから、いい勉強になるだろう。  

〟、椋：今夜は冬季小屋を利用させてもらう。  

テントに比べると、広くて床が平らなので快適  

と言えI事欠適だったが、その分寒くて足先がず  

っと冷えたままで少し寝づらかっブ㌔靴が水を  

吸い始めたらしく、夜トイレに行くときコチン  

コチンで履くのに苦労した。  

木野：本来は緊急避難用の小屋ではあるが、  

何事も勉強ということでお借りすることに小  

屋内の温度計を見て、「5度れやっぱり小屋の  

中だと暖かいなあ… つて数字の前にマイナス  

ついてるやん。マイナス5度かよ！」と一人ボ  

ケツッコミをした。   

ちょっと前にも怒られたというのに、リーダ  

ーが片岡さんに、「明日は帰れそうですねえ。」  

みたいなことを聞いたので、「だから先の事はわ  

からんと言っているだろう！」とまた怒られる。  

ああ、危なかった。俺もその質問するところだ  

ったよ‥．ここまでくると気分は下山モードだ  

からなあ。   

起床後、結構ずぼらそうに見える片岡さん（失  
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ネuが丁寧iン」＼屋内を掃除する姿を見て驚く。  

最近、こういう当たり前のことが出来ない人間  

が多くて困る。まあウチの部室はいつもきれい  

だけどねえ、リーダー。しかし、数日分の食べ  

カス＋小椋毛のついた汚いコツフェルにお湯を  

入れ、きれいに掃除して飲んだリーダーには驚  

きを超えて感動した。すごすぎるよ！あんたこ  

そ真の山男だよ！だいぶ山の生活に慣れてきた  

とはいえ、僕にはまだそこまでの根性はない。  

2004年1月2日（金） 晴れ  

5：30（起床）－8：00（出発）～1  

4：30（登山口）～16：30（七倉）～1  

7：00（葛温泉）  

小椋：ブナタテ尾根にはトレースがついてな  

かったので、ルートファインディングしながら  

下りることとなった。始めのうちは雪が深くて  

木の根に足を引っ掛けることも無く、尾根もし  

つかりたどれたので順調に下れたが、本当に始  

めだけで、下るにつれ、トラバースやら滑りや  

すい急斜面のくだりやら、足に引っかかる木の  

根・岩やらがでてきて、やたらと雪に埋まった  

り、転んだり、滑り落ちたりし、おまけに尾根  

がはっきりしなくなってきてルートファインデ  

イングも大変になりで、尾根の中盤はとても歩  

きづらかった。  

木野：あとは下るのみ、ワクワク下山気分で  

一杯だった。しかしそれは大間違いだというこ  

とをすぐに知らされることになる。今までで一  

番雪を踏み抜くことが多かったのだっ しかも下  

りなので油断すると滑落したり、もがけばもが  

くほど雪深くはまってしまう。ゴールは近いと  

いうのに暗澹たる気持ちにさせられた。リーダ  

ーは一生懸命ルートファインディングをしてく  

れているが、僕はそれどころではなく、ただ二  

人に必死について行くだけで精一杯，   

二人にだいぶ引き離され、頭ではわかってい  

るのにしんどさのあまりトレースのついていな  

い沢筋をショートカットしようとした。案の定、  

首まで雪にはまり、ザックもはまって引っかか  

り、どうしようもない状態になった。闇雲にも  

がいたりするもんだから、ものすごく体力を消  

費しているのがわかる。首までだったからいい  

ものの、下手すれば窒息してしまう。また片岡  

さんに怒られた。今回ばかりは今までの疲れも  

相まってかなりへこむ，もう何も考えたくない  

気分だったが、怒られた分だけ自分の勉強にな  

るんだと言い聞かせながら何とカ批でもや  

っぱりしんどい。  

木野：この道でいいんですかねえとしきりに  

振り返って片岡さんに同意を求めるリーダー。  

無理もない。正直こんな尾根ごときナメていた  

が、尾根を少し間違えただけでも戻りがかなり  

つらし㌔ なるほど、偵察山行で印をつけておく  

理由が良くわかる。夏道が全く見えず、雪深い  

上に、細かい尾根がたくさんあるこういう所で  

はルートファインディング能力は非常に重要だっ  

まだ視界が良かったからいいものの、これで視  

界不良だと最悪だ。   

二人に遅れること数十分、ふと下を見ると小  

椋のザックたけポッーンと木か何かに引っかか  

っている。「はて？」と思いつつしばらくすると  

本人がさらに下から登ってきた。どうやら滑落  

した際にザックだけが引っかかって本人はスポ  

ーンと滑っていったようだ。なんだかロボット  

ヒーロー物の出動シーンみたいでちょっと笑え  

た。  

小椋：  最後の標高差200メートルほどは  

広い斜面なので自由自在に歩け、雪が無いとき  

よりずっと早く下れたので、もう終わりだあ、  

と思っていたら最後の最後に雪と岩の壁にぶつ  

かった。荷物を背負っていると危ないと言うこ  

とで、先に荷物をすべり落とし空身で慎重に下  

隆⊃10メートルほどだったが、最後にえらく  

緊張させられた。ここを降りようやく下山出来  

たと実感した。  

木野：リーダーに続いて慎重にクライムダウ  

ン。落ちてもどうって事はなさそうだったので、  

さほどドキドキ感がなかったのがちょっと残念っ  

でも無事降りたときにはホッとした。片岡さん  

と固い握手を交わし、感極まって涙が出そうに  

なった。そういえi剖、椋とは握手したかなあ？  

僕としては二人と抱き合って喜び合いたいぐら  

い感動していたのだが。  

あとはただひたすら歩くだけなのだが、こうい  

うのが一番苦手だったりする‥．  

」、掠：後は長一い林道歩き。唐沢岳を眺めな  

がらテクテクテクテク葛温泉まで歩き、着いた  

ころには薄暗くなっていてお月さんがよく見え  

た。  

木野：カラダというのは現金なもので、下山  

した途端に節々が痛み出すこ特に足の指に水ぶ  

くれや違和感を急に感じる。最後の最後で片岡  

ヽLノ  

ヽJ   
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かった。片岡さんが心・技・体ともに非常に優  

れた素晴らしい登山家だということもものすご  

くよくわかった。そして小椋もすごいやつだと  

いうことがわかった。彼は磨けば光るダイヤの  

原石だ（言い過ぎか？）。これからも様々な経験  

を積んでいけばきっと良き山岳部リーダーにな  

るだろう。さらば冬山よ！  

さんに大きく引き離される。過去にご一緒させ  

てもらったハイキングなどでも感じたことだが、  

片岡さんは平地での歩行スピードが異常に速い。  

でも妙みたいにいかにも早歩きしてます！と  

いう感じでもない。普通に歩いて速いのた内  

心、「おいおい、若者がこんなオッチャンに負け  

てていいんか！」という気持ちがあったのだが、  

心身ともにへトへトで無理だったや葛温泉で湯  

船に浸かったとき、「ああ、日本人に生まれて良  

かった～！」と心から感じた。   

今回の合宿は今までのどの合宿・山行よりも  

勉強になることがたくさんあり、得た物が大き   

、 ノ  
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くりと今日の山行の成功を祝いながら、談笑っ  

それが油断だったのかもしれません。さてやか  

んでお湯を沸かそうかというところで、生ガス  

が出たのか、コンロの火が急に大きくなり兵頭  

さんの衣服に引火。続いてテント炎上…。幸い、  

大事に至る事はなく、兵頭さんも軽い火傷です  

んだようで九ぼくはというと逃l苫暴れて酸欠  

テントを失った我ら一行は仕方なく前日と同じ  

く行者小屋に泊まることになりました。小屋の  

お姉さんに「初めから泊まっていればテントも  

燃えずにずんだのにね」などと痛いところをつ  

かれるものの、もうすでにあとのまつり。気を  

取り直してその日も暖かいふとんで眠りました。  

＜12／30日＞ 前日のこともあったの  

で行動の予定を変更。今日は予定通りの山行を  

終えたのち、少し無理してでも下まで下山する  

という事になりました。そういうことでとりあ  

えず朝食のラーメンを食べたのち、出発しまし  

た。前日同様、天候に恵まれたのですが思いの  

ほか凪が強い一日になりました。横から台風な  

みの強い風に殴られ、ときにはピッケルにしが  

みついてじっとしていないと飛ばされてしまう  

ようなこともありました。岩陰を縫うようにし  

て風を避けながら進み、横岳頂上に到着、そこ  

で軽く昼食をとりました。その後、硫黄岳に向  

かったのですが、周りに岩などの障害物が無く、  

強風が直接たたきつけてくるような道が続きま  

した。吹き荒れる暴風の中、なんとか硫黄岳に  

到着。その時点でかなり予定から遅れていまし  

た。その後急いで赤岳鉱泉まで下り、なるべく  

昼ごろには着きたかったのですが、行者小屋に  

着くころには3時になっていました。部分的に  

燃えて穴の開いたテントを片付けてから下山。  

美濃戸の駐車毒掛こついたころには8時近くにな  

り、またもやヘッドランプをつけての夜間での  

山行となりました。美濃戸の駐車場には8時に  
到着しました。今日の山行は12時間に及ぶ長  

い道のりとなりました。その日は雪線に泊まり  

ました。  

ノlヶ甜   

（芽拶十何荊噴泉頗夢「鹿島酎  

＜メンバー＞ 兵頭 捗（OB），渾 真平  

（柵吉村 沿代（準会員）   

文責：澤真平  

＜12／28日＞ ほぼ予定通り、美濃戸  

口を出発しました。風邪が未だに完治していま  

せんでしたが体調も特に落ち着いていて、雪の  

中の山行を楽しめました。ただ美濃戸小屋でゆ  

つくりしすぎて到着が遅れてしまい全行程の三  

分の二ほどのところで暗くなってしまい、ヘッ  

ドランプを着用。テントを張る予定の行者小屋  

に着くころには6時をまわって7時近くになっ  

ていました。慌ててテントを張？て食事を作り  

ました。一目目の食事は豚汁とご飯，寒い中で  

食べる豚汁はとても暖かくおいしかったです㌔  

しかし、夏用のテントで風の速断率が悪く、夜  

間の山行で疲労が溜まっていた事もあって一一目  

目は行者小屋で泊まることになりました。冬の  

テント生活も楽しみだったのですがこういう風  

に山／J、屋で泊まるのも初めてだったので新鮮で  

良かったです1  

＜12／29日＞ 前日の疲れもあり、少  

し寝坊，朝食にうどんを食べ、予定よりも少し  

遅れて行者小屋を出発しました。朝から天候も  

良く、雲ひとつ無い絶好の天気に恵まれました。  

予定では阿弥陀岳を先に往復する予定だったの  

ですが、先に赤岳登頂を目指しました。途中、  

強風にあおられるところが一箇所あったものの  

無事に頂上に到着。頂上の小屋で一休みしまし  

た。朝からの快晴も続いて、辺りを一望する辛  

ができ、美しい富士山を拝む辛ができました。  

その後阿弥陀岳の登頂を始めました。赤岳の登  

頂のときとは変わって岩場を登っていくような  

道で、夏に登った岩場とはまた違った楽しみが  

ありました。頂上についたところで富士山をバ  

ックに写真を振りました。一休みしたあと下山。  

前日とは違って三時すぎには帰ってくる辛がで  

きましたので余裕を持って夕食の準備にとりか  

かることができました。メインディッシュは吉  

村さんに持ってきていただいたビーフシチュー。  

とてもおいしゆうございました。そののちゆっ  

｝  

ヽ＿／   

14  

lナ  



残雪の山スキー（雪倉岳東面、金山沢）  
．2004年4／28－5／3  S40年卒 上田 忠士  

4／28 華麗さを求められるゲレンデスキ の渡渉点はここだけらu＼。  

－は向かないので、山スキーにでかけ息  シールを書けて50m位登り、高度1550  

年後名古屋を1人出荒，白馬乗鞍のスキー宿に  

泊まる。  

mをキープしノてトラバース、1時間位あるいた  

ら蓮華温泉が見えてきた。温泉到書14：50．  

温泉につかりビールで軌  

4／29 宿を5時に出発。頼倉よりツアー  

仲間とシールを善けて歩く。白馬大雪渓  

上部で傾斜がきつくなったあたりからスキーを  

担ぐム約1時間の登りで再びシール登り。6時  

間30分で白馬山荘到l象山荘は本日から営業  

馳  

ヽノ  5／1（晴） このまま木地慶へ下山する気に  

なれず、数人で天狗原へ振子沢を登る。  

温泉発7：30．スキーツアーコースの逆であ  

る。3時間強で天狗原ノ＼昼食のあと栂の森ま  

で㈲臥コンドラで下る。  

4／30  LLJ荘出発7：30．旭岳とのコル  

から柳又谷の源頭を滑降。雪はややクラス  

トしノているが傾斜あ25度位で快適だこ途中、  

右の小尾根を越し大斜面をトラバース気味に  

鉢が岳と≡国堺とのコルを日指しノて滑る，コル  

手前スキーを担ぎプッシュこぎ4－5分でコル  

lコ出る，休憩の後、悪者小屋を目指しノて鉢刀岳  

の東面を大トラバース，小屋からは40分雪道  

を登り雪倉岳頂上へ   

滑降体制を整えて、大斜面にシュプールを描  

く。斜度25－30度、高度差1000m 3  

000mの長さだこ雪の醜態は悪くない臥そ  

こは山スキー。新雪面、黒い雪面があり、ガク  

ンとスピードが落らるところがあるb雪倉の滝  

は切れており、プッシュの小尾根を右に越えて  

狭い急斜面を滑って瀬戸川へすべりこむ。崩れ  

力＼けたスノーフリッジを渡り右岸へ。この時期  

5／2（晴） 天気が良しV乃でツアー仲間と2  

人でもう1本と金山沢へ出かける。コンド  

ラ、ロープウェイで栂池自然画へ。ここからシ  

ールをつけ、稜線直下はスキーを担諷3時間  

弱で船越の頭（2610m）へ到善。雪庇の出  

てない所を探し急斜面lコ骨り出る，斜度40  

産出か。雪面を切った足先からザラザラと雪崩  

がおきる。転倒し凪＼ように気をつけ2301  

mの台地で大休止。あとは広く明るい金山沢を  

快適に滑り、白馬沢との出会（1450m）へ  

出るっ林道を滑って猿倉ノ＼環倉は車で一杯で  

あった。  

ヽ＿／  

5／3（椎）雨飾山登山。  

5／4（雨） 大町の山岳博物館へ寄り名古屋  

ノ＼   
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総会が開催されました  

新会長  

名誉顧問  

副会長  

顧問  

幹事長  

監査役  

平成16年4月17日【二日 大阪弥生会館にて  

現役4名含む30名．の参加の下、総会が盛況  

の中で終わる辛ができました。本年は幹事役員  

の改選時期となり、下記の方々への役員をお願  

いする事に」なりました。  

紀行報告としては武部 秀夫さんに「ランシサ  

リの登頂報告」を多くの写真を活用して行って  

頂きましたが素晴らしい写真に感動さされまし  

た。  

川勝 弘一  

大橋 秀一郎  池永 蕪爾  

藤本 勇  

／J、笹 孝 佐々木 惣四郎  

佐藤 一良  

鹿瀬 秀雄  

（「般・特別会計監査）  

奥田 寛  

（雪線会計監査）   

藤村 達夫（OCUSA担当）  

福山 昇二  

八木 信男  

（山岳会ニュース編集発行）  

幹事  

平成16年度新役員人事及び 新会長挨拶  総務幹事  

平成15年度会計報告及び「ヒュッテ雪線」会  

計報告  

平 成 1 5 年 度 活 動 報 告  

につき下記御報告いたしますこ  企画運営幹事  裕敏  

竹専  

一恭  

畑
遁
鵜
馴
畑
畑
 
 

大阪市立大学山岳  

士
 
 

勝
稔
忠
 
 

会計幹事  
某斤役員人  

（ヒュッテ雪線関係）  

佐々木 惣四郎  

山田 裕敏  

兵藤 捗  

片岡 泰彦  

八木 信男  

尾形 達也  

小林 治俊   

仙IC関西支部担当兼任）  

広谷 光一郎  

久保田 淳三 兵藤 渉  

山岳部指導幹事  2004／4／17  

平成7年度以来、山岳会会長として、種々  

お世話になってきました池永会長が、辞任され  

る事となりました，長年にわたるお世話とお心  

使いに深く感謝いたしますと共に、引き続き名  

誉顧問として暖かく見守って頂ける事をお厭い  

申し上げます。  

今回の人事の変更内容は下記の通りであり、  

川勝会長、藤相J会長、佐藤幹事長の下、  

お世話頼う事となりますも皆様方の御協力をお  

願いする次第でありますこ  

特に、今年からは雪線運営委員会を廃止して幹  

事会1本として機能させる事となり、雪線総括  

として久保田氏に当たって頂く事になりました。  

山岳部長   

東京支部長  

ヒュッテ雪線総括  

（ヒュッテ雪線運営委員会の廃止）  
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新山岳会会長挨拶 s32年経済卒  川勝 弘   

この度大阪市立大学山岳会  

の会長をお引き受けする事に  

なりました。   

池永前会長と佐々木前幹事  

長には長い間いろいろと会の  

為にご尽力いただき真にあり  

カミとうござし、ました。しカゝし正  

直なところ自分が会長という  

重大な役目を背負うことは大  

橋．   

池永両歴代会長のことを考  

えてみますと、その責任の重さ  

をひしひしと感じることでご  

ざし、ます。   

京都からポッと出てきて市  

大に入り山岳部に入部・補し  

て山岳会の会員として多くの  

先軒友人の皆さんに学びな  

がら成長できたとすれば、その  

お蔭であるとつくづく思う昨  

今です。   

それカゝらすれiこ朝敵力ではあ  

りますカミ、何カゝ山岳会のお役に  

立てれを、まと古し、表現ですがご  

恩返しが出来れiまと存じてお  

りまr「。   

幸い新体制では副会長にべ  

テラン′の頑捧氏がいてくれま  

すし新幹事長には佐藤氏が就  

任していただきました。また幹  

事会にはわが山岳会の中心で  

活躍していただいている静々  

たるメン′ノヾ－を擁しておりま  

すので、この方々のお力を借り  

て次世代への引継ぎまでつな  

ぎとして、この大任を勤めさせ  

てし、ただきたレ、と存じます。   

わが山岳会も会員の平均年  

齢が高くなり、その活動も今後  

これを考慮しながら運営して  

才子カ、ざるを得ないことと存じ  

まう㌔ しかし日乍年から、今まで  

途絶えていた郷受部員に数名  

の入部があり 山岳会の司専来  

にも一績の光が見えて参りま  

した。  

しカ、し、部員が竜三籍していると  

し、っても指斬がいなし、ので  

瑚拾のかなり隔たったOBが  

指導に当たっているのが琴誠犬  

です。これを何とカ成長しても  

らえるよう山岳会としても努  

力しているところが革むt犬でご  

ざいます。まずこのような事で  

皆様のお力添えをいただいて  

役目を果たせればと願ってお  

りま－す㌔   

簡単ではありますが、これを  

以ってご挨拶とさせていただ  

きまう㌔  

以」二  
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ヒュッテ雪線利用の手引き  5．利用心得 会員制別荘（但しセルフサー  

ビス）の感覚でご利用ください。電気・水   

道・ガス完備   

持参物；シーツ・枕カバー。到着されたら  

水道・ガスの元栓を開けてくださし㌔   

食器・冷蔵庫・寝具・暖房設備あり‥元栓の  

開閉方法・設備の使用方法等は山荘内に提  

宿帳べ記入下さし㌔山荘日誌は諸々情報の   

宝庫です。（美味い物屋・買出し店他）  

6．登山基地情報 車での所用時間（前日泊   

早朝発で利用下さい）   

中ア；ロープウェイで木曽駒宝剣（下から歩く   

のも良い）、他山遊歩道（2～4hの可キげ、  

眺望良）  

古城林道終点（空木）、七久保（越百）、   

桂′」場（西駒）…0．5～1lⅡ   

南ア；戸台（北沢峠甲斐駒千丈）、鹿塩（塩  

見・赤石）、上村（聖）…1～2lⅡ   

北ア；沢渡（上高地～）、安曇野・中房（燕  

欄、大町・白馬（後立）…1～2lⅡ   

北ア；新穂高（槍■西穂）…2lⅡ、折立（薬   

師・雲ノ平）・■・2．5h、千寿ケ原（立山）…  

3lⅡ  

7，日帰り観光情報   

温泉；早太郎温泉こぶしの湯（歩5分）・  

こまくさの湯、松川温泉、他近隣に多数   

花見；古城公園（歩15分）、光前寺のし   

だれ桜、高遠城址公国、新緑紅葉は何処で  

も   

ドライブガイド；大平宿峠経由妻篭・馬篭   

宿、権兵衛峠経由奈良井宿、杖突峠、分杭   

峠、鹿嶺高原、しらぴそ高原、上村、等々  

8．その他…利用規定が別途定められてますの  

で詳細を知りたい方は幹事に連絡下さし㌔  

1．概要 大阪と東京の中間、信州伊那谷に有  

りますム   

ヒュプチ雪線は、大阪市立大学山岳会会員及び  

賛助会員により「自分達の山小屋が欲しい」   

として1！冷7年6月建設されました。以来、   

四季折々登山ハイキングスキーの基地として  

はもちろん、信州方面の温泉巡り・観光街ラ・  

ドライブの基地として、また会員相互の懇親   

の場として家族友人を含め幅広く利用されて   

きておりますム  

2．利用申込恥1052・723－2鵬loメ・鮪胸、  

ⅠIP  Fax  O52－723・2140   

btb：仙川川止血Ⅳ即妙択X氾仏α   

「1鉱1年卒の久保田」までー馳l又はFaxに   

て連絡下さい。詳細居り返し連絡敦します。   

尚、イントネットしておられる方は山岳会のHPを   

呼び出し、「ヒュッテ雪線」→「ヒュッテ雪線の伝言   

板」をクリックし記入下さしヽ（管理人久保田に鍵   

の受け渡し他何でもお尋ね下さい）  

3．利用料金1泊几人当り   

＠1，（X氾円＝会員・賛助会員及びその配偶  

者・子供・子供の配偶者  

＠2，∝旧円＝知人・友人・会友及び会員・  

賛助会員の親・兄弟・孫・曾孫  

＠無料 ＝2才以下の幼児  

支払方法 郵便振込 名義；雪線友の会、  

記号；12110、番号；81277851   

4．アクセス 長野県駒ヶ根市赤穂駒ヶ根高  

原別荘地46号地ー馳肪－82・J岨18  

マイカー 高速中央道駒ヶ根ICより西  

へ5分（吹田ICより4時間弱）  

高速バス 高速中央道駒ヶ根IC下車、徒  

歩15分（梅田より2本／日、東京・名古屋より1  

本／時間）  

どちらも西へ「光前寺」を通り過ぎ、大沼  

湖前国民宿舎「すずらん荘」を目指し、南  

隣ユースホステルの横の駒ヶ根高原別荘  

地の地図を確認下さい。46号地‾輔  
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臆病者の遠吠え  
和田城志  

深夜にわめく男がいた。「朝鮮人を馳おま  

えらぬるま湯に浸かって、何をやっとるんじ  

や、、、ハイル・ヒトラー」と怒鳴りながら、住  

宅街をうろつく。腹に据えかねて、注意をしに  

外に出た。案の定、喧嘩になった。警察を呼ぼ  

うとしたら、手の平を返すように、謝りだした。  

右翼だという、執行階予中だという。   

私はこの頃、気が短くなって、よく喧嘩をす  

る。高校生が相手の時が多いが、たまにはサラ  

リーマン風の酔客ともやる。話して分かるよう  

な奴じやない、と思い込んでいるせいだろう。  

超ベストセラー、養老猛の「バカの壁」を読ん  

だが、内容はともかく、彼の思い込みも深刻だこ  

人間は分かり合えない、と言っているに等しい。  

私の短気も、彼と同じ状況なのだと、変に納得  

した。がしかし、この本には、だからどうすれ  

I訊、いのか、という示唆がなし㌔インテリの遠  

吠えが流行るようでは、先行きがちょっと不安  

だっ世界は戦争に馴らされている。皆、′iカの  

壁にぶち当たって、威勢振る。力の誇示は常に  

心中の脅えの裏返しだっ この右翼もイラクのア  

メリカ兵と同様にびくびくしているのだろう。   

ポール・グ7レリーの言葉に「人は、他者と意  

志の伝達がはかれる限りにおいてしか、自分自  

身とも通じ合うことが出来ない」というのがあ  

る。心当たりがある。良い言葉だ。養老猛は、  

「バカの壁」が自分にも例外ではないと、科学  

的説明でバランスをとろうとしているけれど、  

本当は「バカの壁」は、もともと相手にあるの  

ではなく、自分にだけあるのかもしれなし㌔ 自  

分の臆病さ加減に意を凝らせば、物事の本質は  

自然に浮かび上がって来そうに思うのだが。   

臆病と言えば、その最たる部類の人間にアル  

ピニストも含まれる。アルピニストが敢えて危  

険に身をさらすのには理由があるは折監それ  

は決して、健康促進や風光明媚探勝のためでは  

なレ㌔生活（仕事）の充実を前提とした余暇と  

しての登山は、ある種毒気を中和された知的活  

動で、ぬるま湯的なのだっだから、登山愛好家  

はアルピニストとは言わなし㌔ アルピニスト  

を極言すれば、死の戦慄を意識した現実生活逃  

亡者と言える。つまり、臆病者の自己ちゅうな  

のだ⊃ ビンセント・ヴァン・ゴッホの十年聞の  

画業（美への憧れと死の誘惑と）もアルピニズ  

ムに似ているところがある。だから、ゴッホが  

天寿を全うして描き続けることができなかった  

ように、アルピニストも登り続けることはでき  

ない。死ぬか止めるかだム実際、優れたアルピ  

ニストはほとんど遭難死している。   

未踏峰だ、八千だ、パイオニア・ワークだ、  

と言っても、それらは登山の本質的動機ではな  

く、部外者が登山を理解する手助けにしている  

だけのことで、当事者はもっと卑近な日常的（時  

として非日常的な）情動で山に向かっているの  

である。田口二郎は高木正孝を評して次のよう  

に述べている。   

「山登りの本質は、その人がすべてを忘れて  

その行為に一瞬一瞬打ち込むのが本来の意義で  

あろう。そうして高木の場合には、登るという  

動機と目的以外に、かつて登山を試みることは  

なかったのではなかろうか㌔そういう意味で高  

木は実に完全な登肇看であった」  

「登る」ということが動機であり目的である、  

という田口の青葉は正鵠を射た言い方だっ高木  

（つまり、田口自身）がこういう心境で山に対  

峠していたことは、第二次世界大戦の渦中に苦  

しんでいた青年達の心情を想像させる。無意誅  

な自己防御が自閉的心空間を作り出していたの  

だろうれ分かるような気がする。また、次の  

ようにも述べている。   

「今にして思えば、高木にとって登撃は山と  
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いう外界物と、彼に深く内在するエゴのたえま  

ない接線であって、これから生じるドラマチッ  

クな複雑な経験の起伏が、登山の同伴者の存在  

とは全くおかまいなしに、さまざまな心理的振  

幅を、彼の心の世界に呼び起こしていたに相違  

なし㌔ いや、彼は自分を登山というJ丁場J／の実  

験の具に供して、自分をたえまなく凝視してい  

たのだ」   

しかし、高木と田口が臆病者だったかという  

と、どうも違うような気がする。1945年8  

月、敗戦をスイスで向かえた二人は、ヴエツター  

ホルン北壁を登撃する。この時の二人は、敗戦  

に打ちひしがれ、自暴自棄に山に向かったので  

はなくて、来るべき新時代への意気込みを示し  

たのではないか，まったく身分保障のない高木  

が、スイスの女性を伴侶にして帰国したことも  

痛快だっ もっともこれは高木が偉いのではなく  

て、先行きの見えない敗戦国日本を選んだ彼女  

が偉いのであるが。彼は外国の女性に非常にも  

てたそうだが、偏狭なナショナリストには思い  

もよらないスケールの大きな男である。   

二年後、アメリカ経由で帰国した二人は、新  

聞社特派員だった田口は実業に、ベルリン大学  

に籍をおいていて大使館の翻訳官であった高木  

は神戸大学社会心理学教室に、それぞれ生活の  

糧を見出す。そして、今西錦司率いるマナスル  

の偵察隊に参加して、日本のマナスル登頂への  

途を拓くことになる。   

ひるがえって、自分を顧みると、高木の孤高  

の精神には程遠いことが分かる。私の登山は社  

会からの逃避であった。暴走族的単独登肇をや  

ってきたのも、結局はテストの前になると、哲  

学書や文学にのめり込んで、勉強した気になる  

のに似ている。   

世界は尉酎ヒしつつある。リアリズムを単純  

な民族主義で理解したつもりになっている。自  

衛隊の治安出動を匂わして外国人犯罪を取り締  

まろう、と言った臆病知事がいたが、そういう  

世の中のきな臭さに苛立ち、暴力を肯定的に見  

てしまう私自身が、臆病者の遠吠えをしている  

のだろう。右翼と正反対の立場を信じる私が、  

その精神構造が似ているというのが、正に私自  

身の「バカの壁」なのだろう。   

だが、私はラッキーである。大言壮語を嫌っ  

た、臆病者でない真の登山家を知っているから  

た冠松次郎、宇治長次郎、〈ルマン・プール、  

ハロルド・テイルマン、高木正孝、彼らは偉大  

なる指針を残してくれた。テイルマンの足跡に  

ついては前号で紹介したが、高木の足跡はまだ  

詳しく知らない。パタゴニア探検記のみである。  

高木が失跡した南太平洋マルケサス群島ファ  

ツ・ヒヴァ島はゴーギャン終鳶の地である。ゴ  

ーギャンも妻子を捨て、芸術と心中した点はゴ  

ッホと似たようなところがないことはないが、  

ゴッホのような狂信的フリーソロクライマーで  

はなし㌔彼の南太平洋への逃避行は理解出来る。   

私はテイ／レマンのみならず、高木正孝の足跡  

も辿らなければならない。両者に共通するのは  

パタゴニアである。テイルマンのミスチーフ号  

初航海はパタゴニアの初横断を成功させたし、  

高木は北部氷陸地帯のアレナーレスを初登頂し  

た。行きたいところが次から次へと出て来る。  

やっと淡路島に上陸できた程度の休日セーラー  

なのに、法螺詰も度が過ぎるれ偉大なる孤高  

の登山家、テイルマンと高木正孝はともに海に  

消えた。臆病者の私は彼らに憧れながら、遠吠  

えするだけで終わるのだろうれ  

補筆、小熊英二著「民主と愛国」は、久々にず  

っしりと感動した本だった。学者が羨ましいと  

思った。→  
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リルンの穂先を眺めつつ  
北農 祥二   

カトマンドゥにも秋がきて、事務所の  

テラスからも、ランタンリルンのピーク  

が少しだけ、見える季節になりました。   

仕事で疲れた目を休めるためにテラス  

に出ると、ポプラの木の横から、真っ白  

のリルンの穂先が見えます。   

あの頂上を見る度に、森本鱒長や、大  

島健司さんのことが胸を掠めます。昨年  

4月、刀CAのシニア・ボランティアと  

して、ネパールに赴任する時には、これ  

で、ランタンの墓参りにいけるなと思っ  

たものでした。   

しかし、それが甘い希望にすぎないこ  

とを、すぐに思い知らされました。  

つまり、ランタン谷の入口は、マオイス  

トの部落があり、公用で来ているシニ  

ア・ボランティアの私は、休暇であれ、  

出張であれ、立ち入れない地域であった  

訳ですム   

今年の春、広谷さんらの一行がリルン  

の墓参に来られたのは、皆様ご存知のと  

おりです。この時は、ヘリコプターで、  

いきなりキヤンジン・ゴンパまでヘリで  

上がるとのことで、これなら、参加は0Ⅹ  

だと思い、刀CA 

しました。勿論、先輩の墓参りであるこ   

とも添え書きしていました。   

しかし、事務局の判断は赦しく、結果  

はNOでした。何で…。という気持ちに  

なりましたが、刀CAのルールに従わざ  

るを得ません。残念な気持ちで、広谷さ  

ん一行をお見送りしたものでした。  

すぐそこにあるのに、行きたくても行け  

ない。この切ないモヤモヤは、精神衛生  

上悪いものです。   

そこで、ランタン谷がダメなら、エベ  

レスト街道は？アンナプルナ方面なら？  

といろいろ想いを馳せましたが、休暇日  

数が足りず、結局、昨年も行ったことが  

あるムスタンのジョムソン訪れることに  

しました。ここは、ヒマラヤを北側から  

眺められるところです。これには、今年  

4月から同居している妻の希望も入れた  

ものでした。   

ネパールには、秋にダサインという大  

きな祭りがあり、ほぼ1週間、政府も民  

間の事務所、商店も休みになります。そ  

れを利用しての旅でした。  

9月30日カトマンドゥからポカラに飛  

び、翌日早朝にジョムソンに飛びました。  

白雪を被ったアンナプルナ連峰をかすめ  

るように通過して、20分のフライトで  

した。   

ここまで来れば、マオイストもいない  

世界で、西欧のトレッカー達ものんびり  

と歩いています。2，淡X）メートルに建っ  
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5ツ星のデラックスホテル、ジョムソ  

ン・マウンテン・リゾートに3泊してき  

ました。  

ホテルの大きな窓からビールを飲みなが  

ら眺めるニルギリ（約7，（X泊m）のヒマ  

ラヤ襲は、陽の光に照らされ、圧倒され  

る大きさでした。   

ジョムノンから3，㈱m地点にあるム  

クチナートヘ馬に跨り、日帰り旅行を楽  

しむのが、今回の目的です。歩いていく  

と、1泊2日のトレッキングになるので、  

四つ足の馬に身を任せることにしました。   

朝、6：30に出発し、チベット高原  

から流れるカリガンダキの流れに沿って、  

河原を歩き始めました。こちらで、馬に  

乗るのは3度目で、手綱捌きもうまくな  

りました。アラブ系の馬と違って、少し  

小柄でおとなしいので、楽なものです。   

アパームスタンとの境界線のカグペニ  

の近く、エクラバッティから坂道になり、  

馬はドンドン高度を稼いでいきます。チ  

ベット高原につながる噛峰を眺めつつ登  

っていくのは、気持ちの良いものです。  

振り返ると、ダウラギリのピークも見え  

ます。   

お昼過ぎに、ヒンヅー教と、チベット  

仏教の聖地であるムクチナート寺院に到  

着。ヒンズー教徒は、生涯に一度は訪れ  

たいという聖地の境内を一回りして、近  

くの小屋で遅い昼食。ビールもうまかっ  

たですオも   

下りは、早いのですが、余りにも急な  

下りは、馬から下りて歩きました。  

カリガンダキに沿ったトレッキングルー  

トで、ここから落ちれば一巻の終わりだ  

なあという地点を何度も通過しました。  

出発地のジョムソンに戻った時には、日  

も暮れて、間もなく通行止めになる時間  

帯でした。夜間は、軍と警察が警備をし  

ており、トレッカーも地元の人も通行で  

きなくなるのです。   

ホテルに帰り、馬には、りんごのチッ  

プを、また、世話になった馬方には、ル  

ピーをたくさん弾んでお礼としました。  

こんなスボラな旅をしていると、本格的  

なトレッキングはできなくなりますオも   

私の任期もあと、5ケ月余りになりま  

したが、ヒマラヤの山麓をのんびり歩く  

には、やはり、個人の身でもう一度出直  

す以外に、望みはなさそうです。そのこ  

ろには、政府とマオイストの争いも終わ  

っていることでしょう。  

ランタンリルンの穂先をながめつつ、せ  

つない想いでしたためました。  
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編集後記   

レイアウトの都合上、ここに編集後記を書くことをお許しください。  

3割バッターは強打者だと言われますが、よく考えてみれば、10のうち  

3しか成功しないのに評価されることはどうなのか？とふと思いました。  

偶々、知人が「3割バッターへの挑戦」という古い本を貸してくれました。  

やはり3割は♯しいとあります。同時に一試合で一本ヒットを打てばプロ  

としては飯が食えると書いてありました。また、長島はスランプの時には  

打率が下がらないために四球をねらいにいったと書いてあります。   

なぜ3割打者が強打者なのか、確率で解明しようとファールを除いて1  

打席に起こりうるすべての場合の樹形図を書き始めました。しかし、カウ  

ント2－0でさえ、その次に起こりうる事象が40を超え、すべてを書き  

尽くすには時間がかかり、これは夏休みの宿題にしようと決め込みました。   

さて、登山でも10回のうち3回計画通りに行ったというのは何割でし  

ょうか。山での3割はどのように評価されるのか？もちろん天気に左右さ  

れるという点では、自力で打率を守る野球と同じようには行きません。そ  

して、長島流に、調子の悪いときは山に行かなければ「打率」は守れると  

いう点では同じですが、そんな人はいないでしょうね。野球では出場試合  

数が足りないとランキングされないので阪神の八木は打率では冠を頂けな  

いそうです。   

最近の中高年の遭難記事を見て、計画通りに3割いけば「強打者」だと  

いう気持ちでゆったりと行けば遭難はなくならないかと思うこのごろで  

す。  

（N生）  

夢   




